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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

○ ○ ○

やや良く
なっている

コンビニ（地域
ブロック長）

来客数の動き ・来客数の増加はみられるが、単価の減少がみられ
る。

衣料品専門店
（地域ブロック
長）

来客数の動き ・スーツの需要と来客数が増えてきた。

家電量販店（販
売担当）

お客様の様子 ・決算と運動会などのイベントで盛り上がった。

乗用車販売店
（副店長）

販売量の動き ・中間決算とエコカー補助金駆け込み需要により販売
量は増加したが、劇的な変化は見受けられなかった。

一般レストラン
（外食事業担
当）

来客数の動き ・盆休みが長く天候も良かったので来客数が増えた。

その他飲食
［サービスエリ
ア内レストラ
ン］（支配人）

販売量の動き ・買い控え傾向が弱まり、購買数量、客単価ともに上
がっており、特に低単価のスナック商品の売上も回復
している。

通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・専門多チャンネルのサービスは予想以上のし好があ
る。単価アップとなるが、付加価値サービスとして選
好の傾向が出てきている。

テーマパーク
（業務担当）

来客数の動き ・真夏のような残暑が続き、ガソリン価格の高騰も
あって行楽を控える傾向がある。

テーマパーク
（広報担当）

来客数の動き ・気候が安定し、観光客の動きも少しだけ上向いてい
る。団体客も秋になって増加しつつある。

ゴルフ場（営業
担当）

来客数の動き ・天候に恵まれ来場者が増え、予約状況も好調であ
る。

設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・消費税増税前に住宅を取得したいという引き合いが
増えているが、景気の先行きが不透明なので住宅取得
の予算が厳しく、直ぐには決まらない。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・販売量は、若干上向いている。

変わらない 商店街（理事） 販売量の動き ・必要なときに必要な商品だけを買う傾向である。
商店街（代表
者）

単価の動き ・残暑が厳しく、売上は伸びず現状維持である。客は
商品購入の選択が厳しい。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・秋の涼しさが続かないので、秋冬物のファッション
へ移る動きがない。

一般小売店
［靴］（経営
者）

販売量の動き ・伸び悩みである。販売量がもう少し増えればいい。

一般小売店
［茶］（経営
者）

販売量の動き ・現在、茶道具展示会をしており、客は来るが買わな
い。特にこのような部類の商品の売上が落ちており、
陶芸家の生活も大変である。

一般小売店［酒
店］（経営者）

お客様の様子 ・朝夕は過ごしやすくなり食欲は戻ってきているよう
だ。市長市議選挙があって選挙関係の売上が増加した
が、得意先の飲食店は暇だったようで、当店からの販
売は減少した。景況感は変わっていない。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・昨年同月を上回っているテナントは約30％で先月と
変わりはない。好調、不調のテナントもほぼ同じであ
り、あまり変化がない。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・日中は暑いのでセール品は再値下げを行ってプラス
30％の売上を取った。秋物のプロパーは動き始め、デ
ザイナーズ系は冬物の受注は良いが、それ以外の売場
では秋物が昨年比10％減の売上である。高額商品や今
着られる服の動きの方が良い。

百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・９月前半は残暑で秋物衣料が苦戦したが、中旬以降
の気温の低下と売場の改装効果に売り出しが重なり、
前年実績をクリアできる見込みである。

百貨店（購買担
当）

お客様の様子 ・衣料品関係は厳しく、気温が不安定で秋物の動きが
よくない。８月からのクリアランスがずれ込み、９月
でもセール品を売っている状況なので、セール品につ
いては前年を上回る売上である。客は気温に応じた商
品を求め、薄手の物や今着る物を購入するが、先を見
込んでの買物はしない。物産展の来客数も減少してい
る。

百貨店（営業推
進担当）

お客様の様子 ・客の買上率に変化があまりない。

家計
動向
関連

(中国)



スーパー（店
長）

販売量の動き ・客単価に大きな変化はない。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数が前年比1.5％減で推移している。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・残暑から気温低下までが昨年より早く、夏物の売れ
残り商品が全く動かない。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数と客単価が減少している。

スーパー（販売
担当）

お客様の様子 ・行楽シーズンや農繁期を迎え週末は総菜の動きが良
いが、日々の売上に変化はない。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・９月中旬頃から涼しくなり、洋菓子などの売行きが
好調になったが、３か月前と比較すると販売量に変化
はない。

コンビニ（副地
域ブロック長）

競争相手の様子 ・依然、競合店の出店の影響を既存店が受けており、
日販の前年割れが続いている。また、おでん・中華ま
んの秋冬商品の販売が不振で、気温が例年より高いこ
とが影響している。

家電量販店（企
画担当）

単価の動き ・映像関連品が相変わらず低迷しつ続けているが、そ
の他商品は大幅な落ち込みはないものの単価が相変わ
らず低く、売上確保が厳しい。

乗用車販売店
（店長）

単価の動き ・この２～３か月は新車売上が前年比25％減、サービ
ス売上は同15％減で推移している。

その他専門店
［和菓子］（経
営者）

来客数の動き ・来客数は増加傾向にあるが販売につながらない。

その他専門店
［ファッション
雑貨］（従業
員）

単価の動き ・来客数に変動はないが、夏のセールが終わって秋物
商材の動きもあり単価がアップしている。数か月ぶり
に前年クリアである。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・宿泊に関して９月は昨年と比べ連休が少ないぶん宿
泊の予約が減少している。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・テレビ、ネット、電話の合計支出金額を抑えるプラ
ンしか客は関心を示さない。

通信会社（広報
担当）

販売量の動き ・他社の新商品販売の影響がある。

テーマパーク
（管理担当）

来客数の動き ・入館者数、購買単価、購買率ともに伸びない。

競艇場（職員） 販売量の動き ・収益は横ばいである。
その他レジャー
施設（アミュー
ズメント）

単価の動き ・前月と変わらず来客数は前年を上回っているが、客
単価が大幅に下回る状態が続いている。同居する映画
館が好調で若者層の入店も増えているが状況に大きな
変化がない。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・暑さで夏前から髪をばっさり切る客が増加し、ボー
ナスも入り来客数や来店回数も良かった。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・来店サイクルは増加したが、客単価は減少してい
る。

その他サービス
［介護サービ
ス］（介護サー
ビス担当）

お客様の様子 ・客との話で景気の変化がうかがえるような内容や消
費傾向の変化などはみられない。普段と何も変わりな
く過ごしている。

設計事務所（経
営者）

競争相手の様子 ・忙しい業者がいる反面、倒産企業も出ているので二
極化している。

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・購買単価の低下に変化はなく、より節約ムードが出
ている。

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・エコポイント政策も終了し、リフォーム工事などの
受注が減少して消費者の動きが感じられない。

住宅販売会社
（営業担当）

来客数の動き ・来場者数や問い合わせ件数から通常どおりで変化は
ない。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・今月は販売額が極端に落ちている。残暑が厳しく来
客数が低下している影響もあるが、購入金額が少なく
なっており、客の必要以上に買わない意識が強くなっ
ている。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・単価の低い方に客は流れ、来客数は減少している。
近くの商店の店員も昨今は近くのコンビニ弁当で済ま
している。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・８、９月の猛暑は過ぎたが、買い控えの傾向に変化
はなく、来客数はあっても売上にはつながらない。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・高額品は多少なりとも動くが、来客数や売上金額が
８月中旬以降厳しい。



一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・企業の動きのない夏場が過ぎ、半期決算月の９月は
多少動きがあるものであるが、例年より注文が少な
い。

一般小売店［酒
店］（経営者）

販売量の動き ・今までも売れないと思っていたが、そのレベルを超
える売上不振で、御用聞きに回っても商品が動かな
い。

一般小売店［紙
類］（経営者）

来客数の動き ・例年９月になって観光客が一段落したら地元の客が
買物をするというパターンであるが、来客数が減少し
ており、景気が悪化している。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・残暑が長引いているため実需の稼動が非常に鈍い。

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・９月下旬まで厳しい残暑が続き、この影響で婦人・
紳士の秋物の動きが極めて悪い。特に高級ゾーンの落
ち込みが激しく、購買に繋がっても単品のみとなり、
客単価も低下してきている。

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・有名ブランドショップの撤退や催事の縮小などの影
響で、当店の周囲では明らかに景気は後退している。

百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・美術品や貴金属の動きは鈍く、単価の低い身の回り
品しか売れない。

百貨店（販売担
当）

来客数の動き ・売上動向が回復せず、更に厳しい状況となってい
る。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・客１人当たりの買上点数が下がってきている。

スーパー（総務
担当）

単価の動き ・客単価がやや減少気味である。

スーパー（業務
開発担当）

単価の動き ・来客数は前年を維持しているものの、野菜の単価下
落や客単価が落ち、前年比で売上高が悪く乖離幅が大
きくなっている。

スーパー（財務
担当）

販売量の動き ・既存店の来客数は前年と同じだが、買上点数の減少
により客単価が下落し、売上の前年割れが続いてい
る。

スーパー（管理
担当）

来客数の動き ・来客数の前年比が３か月前より減少している。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数は増えず、衝動買いも減っている。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・夏商戦が終わり秋商戦に突入しているが、これと
いった商品もなく、販売量は低下している。

乗用車販売店
（統括）

販売量の動き ・９月の販売量は補助金効果で前年を大きく上回ると
予想されたが、実績は前年比10％減と大変厳しい状況
であった。

その他専門店
［布地］（経営
者）

来客数の動き ・残暑が長く続き、９月前半の客数は例年よりも少な
い。町全体で人の動きが鈍いが、後半は涼しくなり秋
物が多少動き始めた。

その他専門店
［海産物］（経
営者）

来客数の動き ・９月は観光の団体客が観光バスで来店するが、今年
はまだ少ない。東京、宮島等、他地区は大変賑わって
いるようだが山陰の境港は少ない。

その他小売
［ショッピング
センター］（支
配人）

来客数の動き ・前半は暑い日が続き日中の来客が少ない状況で、秋
物動向も鈍く売りに繋がっていない。休日の来客数は
多いが、目的買いやまとめ買いの傾向は弱い。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・今月の予約状況は昨年と比べて良くなく、予約の伸
びも悪い。

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・季節的要因もあるが、販売量全体の落ち込みが厳し
い状況である。今まで実施してきたセールス等も一定
価格や低価格路線のみが誘客起因となっており、売上
に結び付かない。

観光型ホテル
（支配人）

販売量の動き ・今年に入って比較的好調であった宿泊の入込に陰り
が出ている。宴会部門の入込は相変わらず低調で、特
に法人需要は冷え込んでいる。

都市型ホテル
（総支配人）

販売量の動き ・特に関西と九州地区から山陰方面に来る観光客が減
少し、個人観光客数が前年比３％減となっている。東
京地区と東北地区へ客は流れている。

都市型ホテル
（企画担当）

販売量の動き ・９月に入って個人、法人企業の動きが停滞してい
る。

都市型ホテル
（企画担当）

来客数の動き ・レストランの来客数、単価ともに前年を下回った。

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・尖閣問題で既に3000万円分のキャンセルがあり、今
後中国への渡航が非常に難しい。

タクシー運転手 それ以外 ・今年は台風や雨が少なく利用者が減少している。
タクシー運転手 来客数の動き ・夏休みが終わり、農繁期で客数が少ない。



美容室（経営
者）

競争相手の様子 ・同業者の話で、今月は来客数と客単価が落ち込んで
いる。

住宅販売会社
（販売担当）

それ以外 ・県内コンピュータ関連企業の撤退や老舗百貨店の閉
店など、行政が対応窓口を開設するほどの状況にあ
り、雇用不安が大きいうえに撤退企業取引先の地元企
業の売上にも、影響は少なくない。

悪く
なっている

スーパー（店
長）

来客数の動き ・ディスカウントストアの価格におされて、食肉では
和牛や豚、鶏は販売数量と客数ともに前年比で５％落
ち込んでおり、デイリー商品では豆腐や麺類、梅干な
どの落ち込みが激しい。全体の来客数も人口減少と
ディスカウントショップの影響で前年比で２～３％減
少している。

スーパー（販売
担当）

お客様の様子 ・単価に関係なく、必要な数だけを買う客が増えてい
る。３足980円の靴下よりも割高になっても１足、２
足と必要なだけ単品で購入する客が増えている。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・３か月前と比較すると来客数が10％減少している。
８～９月は前年比５％減の売上となっているが、減少
原因は不明である。

自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・前年比10～20％減で推移しており、非常に厳しい状
態である。当社の業界はエコカー減税の影響で車検が
減り、より苦しい状態の上に景気の一段の悪化でます
ます売上が落ち込み始めている。

その他専門店
［時計］（経営
者）

来客数の動き ・夏休みが終わり、学校関係や各種イベントなどの行
事が増えて週末の客足が悪くなった。高額品の販売が
特に悪い。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・人の動きが非常に少なく、特に中高年者の動きはほ
とんどない。

一般レストラン
（エリア担当）

来客数の動き ・集客が非常に厳しい状況で、繁華街の店舗でさえも
集客に苦戦していて厳しさを感じる。

タクシー運転手 販売量の動き ・９月になって１日あたりの営業収入は落ちている。
良く
なっている

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・地場大手自動車メーカーと自動車関係で新車が立ち
上がる前で景気が良い。

やや良く
なっている

建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・医療関連の大型物件が動きだした。

不動産業（総務
担当）

それ以外 ・来店数と成約件数が需要時期でもあるため増加して
いる。

変わらない 木材木製品製造
業（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・荷動きは低位で推移している。

化学工業（総務
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・円高に加えて電力等のエネルギー価格の高騰等、収
益に対してマイナス要因が多い。

鉄鋼業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・ここ数か月、景気動向は低位と感じるが、３か月前
との比較では大きな変動はない。

非鉄金属製造業
（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・全体として大きな変化はみられない。

電気機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・政治が安定するまでは変わらない。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・全く良い材料がなく、全般的に停滞している。

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・郊外地区では前年を上回っているが、会社関係の荷
物の動きが鈍く、特に広島市内中心部は前年割れであ
る。

通信業（営業企
画担当）

受注量や販売量
の動き

・小売と流通について情報通信関連の投資引き合いが
増加しているが、製造業については引き合い、提案検
討についても停滞する件数が多い。

通信業（営業担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・設備投資を抑制され、機器等も再リース利用継続と
なるケースや壊れるまで使用するといった買い控えが
多く、新規契約が伸びない。

金融業（自動車
担当）

取引先の様子 ・自動車メーカー、部品メーカーでは新型の低燃費車
の販売は好調であるが、その他の自動車の売行きは低
調で、全体で生産水準は前年をやや下回っており、利
益も低水準である。

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・医療やマンション業者等の一部業種については業況
堅調なところが多いが、製造や小売、サービス等は前
期並みの業況を維持するのに苦労している。住宅ロー
ンが低金利であり、新築購入については相応の動きが
あるものの、地元百貨店の売上をみると個人消費が改
善する兆候はない。

企業
動向
関連

(中国)



会計事務所（職
員）

取引先の様子 ・例年秋口以降になってくると夏場よりは活気が出て
来るが、今年はみられない。建設、製造業ともに動き
は鈍重で、売上高も前年を維持するのが難しい。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・予測していた受注を下回っている。

窯業・土石製品
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・焼却場向けと鉄鋼向け工事案件の生産が一段落し、
生産量もやや落ち込んでいる。

金属製品製造業
（総務担当）

それ以外 ・尖閣諸島の問題による影響が出ており、得意先の中
国向けの商談が止まったことにより、当社の受注減は
避けられない。また、商社経由で仕入れようとした製
品が中国の港で没収されていたことが判明した。

その他製造業
［スポーツ用
品］（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・円高が進むなか、受注量確保が非常に厳しくなって
いる。国内生産より円高メリットがある海外生産への
生産基地移動が加速しつつある。

輸送業（業務担
当）

受注量や販売量
の動き

・９月は期末月なので多少の荷動きはあるが、３か月
前と比較すると悪化している。

輸送業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・客が減産傾向で、当社の受注も減少している。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・取引先受注量の減少傾向で売上が減少している。

悪く
なっている

農林水産業（従
業者）

それ以外 ・８月と５月を比較すると水揚げ数量1023t、水揚げ
金額137万８千円の減少である。８月単月前年比では
水揚げ数量1792tの減少で前年の31.3％、水揚げ金額
１億820万円の減少で前年の78.4％であった。

食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・秋冬に向けて売上が伸びる予定だが、現在受注量が
伸びていない。

鉄鋼業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・電機産業の不振の影響で、回復の兆候がない。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・秋の採用や追加採用等が９月に入り、昨年に比べる
と多くなっている。

変わらない 人材派遣会社
（支社長）

採用者数の動き ・求人数は増加傾向にあるが、決定にまで至っていな
い。

求人情報誌製作
会社（サイト運
営担当）

周辺企業の様子 ・周辺企業の14年新卒採用の計画から状況の変化はな
い。

求人情報誌製作
会社（広告担
当）

周辺企業の様子 ・掲載件数にほぼ動きはない。

求人情報誌製作
会社（採用支援
担当）

求人数の動き ・新卒採用を増やす企業が増えているが、採用にかけ
るコストはあまり増やしたがらない。

職業安定所（雇
用開発担当）

求人数の動き ・新規求人数は３か月前と比較すると増加している。
また、正社員求人も微増であるが、その多くがパート
及び正社員以外の求人である。

職業安定所（産
業雇用情報担
当）

求人数の動き ・新規求人数は３か月前に比べ増加しているものの、
パートや臨時が目立つ状況であることに変化はない。

職業安定所（産
業雇用情報担
当）

求人数の動き ・新規求人数は３か月前と比べて2.6％、有効求人倍
率は1.5％の微増である。有効求人倍率は先々月から
１倍を超えている。

民間職業紹介機
関（職員）

採用者数の動き ・数十名の大量採用を計画している企業からのリク
ルーティング依頼を複数受けるも、依然景気が上向い
ているとは感じられない。

学校［短期大
学］（学生支援
担当）

求人数の動き ・特に変わった動きはない。

その他雇用の動
向を把握できる
者［労働機関］
（職員）

求人数の動き ・求人は道路や河川の改修工事が活発なことから建設
業が前年比で大幅増となった一方、電気機械製造を中
心とした基幹産業の製造業が低調なことから、求人全
体では横ばいで推移した。

やや悪く
なっている

新聞社［求人広
告］（担当者）

雇用形態の様子 ・消費税増税の動きを控え、住宅建設と販売業者では
駆け込み需要の感触が十分に感じられるため、営業マ
ンを確保する動きが出ている。しかし、その他に目
立った動きはなく、対中国・韓国との物流が盛んな地
域だけに、懸念する事業所が増えている。

雇用
関連

(中国)



新聞社［求人広
告］（担当者）

採用者数の動き ・来春卒業予定の高校生に対する求人倍率が0.71倍と
全国平均の0.75倍を下回っている。製造業の求人の落
ち込みが激しく、県内総生産に占める製造業のウエイ
トは26.9％と高いので地域経済に与える影響が大き
い。

民間職業紹介機
関（人材紹介担
当）

求人数の動き ・求人数が例年より落ち込んでいる傾向にあり、ここ
３か月間で上昇傾向がない。

悪く
なっている

－ － －


